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令和４年度事後評価箇所表 

                                                 担当課〔 森林保全課 〕 

番  号 ８ 
事 業 名 

(路 線･河 川 名 等)      
復旧治山事業 足打谷地区 

事業実施

箇  所 
揖斐郡揖斐川町瑞岩寺字足打谷地内 全体事業費 

（ 当 初  1,792）  

1,140百万円 

採択年度 平成18年度 完了年度 平成28年度 

事後評価の実施基準 全体事業費５億円以上で、事業完了後概ね５年経過したもの 

事業目的  

 当地区は、揖斐川町役場の西部に位置し、粕川に右岸部より合流する 802ha の流域で、

流域下流には、人家、県道等が多数存在している場所である。 

 渓流内に貯留された大量の不安定土砂を抑止し、崩壊地の復旧・拡大防止対策により

森林の保全を図ることを目的として事業を実施した。 

事業概要  

 治山ダム      15基 

 山腹工      0.81ha 

概  要  図  

 

（C）岐阜県  



評価結果  

①  住民参加・協働による効果  

・被災状況等から治山事業の必要性や実施後の効果について住民説明会を行い、参加者

の意見や要望を聞取り、住民の理解の下で事業を実施した。 

②  事業の効果  

【崩壊地の復旧・植生の回復】 

・治山ダム工の実施により山脚が固定され周辺植生が回復した。 

・山腹工の実施により植生が回復し拡大崩壊を防止した。 

【土砂流出の抑止】 

・治山ダム工により、約８万ｍ3の流出土砂量を抑止したと共に、1.96haの流出抑止区間

が形成されたことで、流域の土砂災害防止が図られた。 

【費用対効果分析】 

・「林野公共事業における事業評価マニュアル」に基づき、便益として水源涵養と災害

防止を算出し、投資的効果率は 3.3 となった。  

③  環境面への配慮  

・ 治 山 事 業 実 施 に よ る 植 生 回 復 に よ り 、 自 然 環 境 が 修 復 し た 。  

・ 中 詰 材 に 土 砂 を 利 用 し た 治 山 ダ ム 工 と す る こ と で 、 渓 床 内 の 堆 積 土 砂 を 有

効 利 用 し 、 環 境 負 荷 の 低 減 を 図 っ た 。  

④  事業を巡る社会経済情勢の変化  

 ・保全対象にある施設が、揖斐川町地域防災計画にある避難所、防災ヘリコプター緊

急離着陸場に指定され、地域の防災計画に貢献した。 

⑤  利用者・地域住民等への効果  

 ・地域住民を対象としたアンケート結果から、約９割の回答者が治山の効果を実感し

ている。効果に期待できない回答者は約1割であり、本事業への否定的な意見は少な

い。 

⑥   対応方針（案）  

【今後の事業評価の必要性】 

 ・事業完了後から山地災害は発生しておらず、費用対効果が3.3で効果が発現している

ことから、今の段階では必要なしと判断する。 

【改善措置の必要性】 

 ・アンケート調査により回答者の約9割が満足しているため、今の段階では必要なしと

判断する。  

【新規事業へ適用すべき留意点】 

・地域住民に対して事業の目的や必要性を分かり易く伝え、事業の効果について理解

を得るとともに、継続的なＰＲを行う。 

 














